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於医師会館

0報告連絡事項

(1) 日本医師会最高優功賞受賞候補者

の推煎依頼について

(2) 昭和田年春の叙勲並びに黄綬褒章

及び藍綬褒章候補者、山口県選奨候

補者の推薦について

(3) 第36田中国文化賞受賞候補者の推

薦iとついて

は) 自動車事故による重度後遺障害者

介護料支給制度について

(5) 医師国保組合員の健康診断の実施

について

(6) 社保、国保審究委員に対する要望

事項について

(7) 臨床検査の依頼に関する注意事項

(8) 昭和53年度光市医師会の決算報告

書の税務署の調査について

。協議事項

_UL老人検診の安施について

三市医師会で検診料1.6 0 0円で

合意、理事会で決定

(21 呼股器疾患報告告の配布及び作製

費用の医師会予算よりの支出につい

て、盟事会で了解

(3) 昭和55年度呼吸器疾患調査の実施

の可否について 例会提出

1979 

(4) 税務署調査(報告事項8項)につ

いて指摘事項の対策について

@職員給与の源泉徴収

@婦人の健康づくり大会の講演料K

対する掠泉徴収

。福祉予算支出の多大であることの

指摘に対して

(5) 光市子供会連合会長よりの医療報

告書(学校診断特1ζ準ずるもの)の

料金について、 1 0 0 0円と決定

(6) 麻薬に関する「ハンドブックjIζ 

ついて医師会で購入備付けるととに

決定

(71 職員の夏季手当について

..... 2ヶ月分と決定

@ 月例会

O報告連絡事項
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(1) 日本医師会最高優功賞、昭和田年

度春の叙勲及び藍綬褒章候補者、山

口県選奨候補者・、第36田中国文化賞

受賞候補者等の推薦依頼

該当なし

(21 医師国保組合員の健康診断実施

光市医師会、割当 2名、現在 l名

(3) 自動車事故による重度後遺障害者

介護料

(4) 臨床検査に対する注意

商業主義的な検査センターが増加

しているが、信頼のおける脆設を利

Jtjの乙と。光市伝師会は問題なし

(5) 公費負担医療追加、回覧ずみ

(61 税務署の昭和53年度決算3調査に
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ついて

ι '(7) 周南玉市佳皇金一一

老人検診、来年度要望事項等につ

き

(8) 周商医学会の演題について

光医より 2-3題は出すよう努力

(9) 審査委員えの要望事項について

UO) 労務管理について

Ul) 保険診療の疑義解釈について

問医師会備付図書

麻薬管理ハンドブック、倒業医の

為の会計事務、国民衛生の動向等、

O協義事項

¥ω 老人健診、成夫病健診について
(2) 医蹴報告書の文書料、

1. 0 0 0円と決定

(3) 呼吸器疾患調査の昭和田f下度継続

の可否について

下位IIi医師会のa情勢待ち

(4) 体育大会、永年勤続者表彰式を10

月14日iζ決定、担当理事、高橋先生
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不精者の精進

小嶋史郎

月下美人栽培の発端は、今を去る約6年

前の昭和48年#偶然懇意iとして居る患者さ

んより 5cm位の葉片を頂き、有合せの鉢に

押入、 其のまま数年経過、本年lζ入り他の

シャボテンと競う様にめきめきと成長、 7

1979 

月初旬葉端iと奮らしきもの突出、 7月15E:l 

長さ 6cm、以後日を追って成長、 7月幻自

2 J cm、さて此の際果して是が月下美人か

否かを纏める為上記患者さんに問い合せ確

認を得、近隣知己に立伝是れ努めた。さて

越えて7月25日午後9時、待望の開花、

闇夜ではあったが、誠、月下美人の名の如

く、純白で護部たる芳杏を四囲に振り撒い_. 
卜』。

1 0 戎
1. 病院で、最も重要な人物は患者である。

2. 患者が病院に頼っているのではなし、。

病院が患者に頼っているのである。

3. 患者は、病院の仕事の邪魔はしむい。

患者が仕事の目的である。

4. 忠者が来院するから、病院が恩恵を受

けるのであり、病院が患者に恩恵を及ぼ

すのではなし、。

5. 患者は病院の業務の一部をなしている。

業務の外にあるのではなし、。

6. 患者を数と考えてはいけなし、。血も涙

もあるわれわれ病院人と全く同じ人間で

ある。

7. 患者は喧嘩をしたり機嫌をとったりす

る相手ではない。

8 患者は病院に対して要望を持っている。

それを満たすのが、われわれの希望であ

る。

a 患者に対しては、病院としてできるだ
け懇切丁寧であり、加極的な措置を講ず
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べきである。

10 患者は病院業務の命であり、血である。

1979 

て参りました。乙 ζ らで体力を回復して、

それぞれの生活を取り民していただきたい

と思います。 8月は当医師会も夏休みと云

った感じで静かでした。小嶋先生の月下美

人が咲いたニュースがただ一つだけ、写真

と原稿を有難うございました。

ζれは米国のシャーロッテメモリアル病

院の廊下に掲示されているそうで、日本病

院会誌にあったのを掲載してみました。訳

がいいのか悪いのか、原文がないので判り

ませんが、コメントは控えて皆様の御判読

におまかせ致します。

あとがき

やっと、猛2・からす乙ししのぎ易く なっ

乙の医師会報にも、医学lζ関する記事を

少しづっのせてみたいと思っております。

不勉強でたねが乏しいので、お力を借して

下さいますようお願し、申し上げます。
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